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平
成
２８
年
５
月
８
日
（
日
）
に
ハ
ー
ト

柏
迎
賓
館
に
て
、
第
１４
回
明
治
大
学

校
友
会
柏
地
域
支
部
総
会
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
３６
名
の
会

員
、
お
よ
び
明
治
大
学
経
営
企
画
担
当

常
勤
理
事
橋
口
隆
二
様
、
千
葉
県
西
部

支
部
長
行
木
勝
雄
様
他
６
地
域
の
支
部

長
様
（
船
橋
は
副
支
部
長
）
の
ご
来
賓
の

皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
宇
都
宮
柏
地
域
支
部
長
の

挨
拶
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
提
案
し

た
５
議
案
が
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
又
、
本
年
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た

り
、
竹
之
内
新
支
部
長
が
選
任
さ
れ
、
新

支
部
長
よ
り
幹
事
長
が
提
案
さ
れ
、
総

会
の
了
承
を
得
ま
し
た
。
併
行
し
て
、
監

査
委
員
の
選
任
承
認
も
な
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
の
講
演
会
は
当
支
部
の
情
報
委

員
会
委
員
長
で
も
あ
る
山
田
秋
彦
幹

事
が
「
新
田
義
貞
は
な
ぜ
稲
村
ガ
崎
を

渡
れ
た
の
か
？ 

鎌
倉
幕
府
倒
幕
龍
神

伝
説
を
潮
汐
か
ら
明
ら
か
に
す
る
」
と

題
し
た
講
演
を
行
い
、
氏
の
博
学
ぶ
り

に
改
め
て
感
心
い
た
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
行
木
千
葉
県
西
部
支
部

長
の
挨
拶
の
後
、
櫻
田
義
孝
会
員
の
乾
杯

の
ご
発
声
が
あ
り
、
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。 

時
間
も
３０
分
延
長
す
る
ほ
ど
に
盛
り

上
が
る
中
、
恒
例
と
な
った
石
原
敏
和
幹

事
の
発
声
の
も
と
、
校
歌
を
斉
唱
し
、
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
度
の
総
会
へ
の
出
席
者
は
昨
年
よ

り
３
名
少
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
で
し
た
。

来
年
は
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（昭
和
４９
年
政
経
学
部
卒 

今
井
享
） 
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平
成
２８
年
６
月
１９
日(

日)

に
市
川
市

の
山
崎
製
パ
ン
企
業
年
金
基
金
会
館
に
お

き
ま
し
て
、
市
川
地
域
支
部
運
営
の
も
と

に
第
１３
回
明
治
大
学
校
友
会
千
葉
県

西
部
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
柏
地
域

支
部
か
ら
の
１２
名
を
含
め
ま
し
て
、
１
３

４
名
の
校
友
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
は
、
役
員
人
事
の
改
選
が

あ
り
、
新
西
部
支
部
長
に
船
橋
地
域
支

部
の
前
田
勝
巳
氏(

昭
和
３８
年
商
学
部

卒)

が
選
任
さ
れ
、
行
木
勝
雄
西
部
支
部

長
は
、
西
部
支
部
名
誉
支
部
長
に
、
柏
地

域
支
部
関
係
で
は
、
猪
瀬
主
税
顧
問
が
西

部
支
部
の
相
談
役
に
、
宇
都
宮
幸
正
名
誉

支
部
長
が
西
部
支
部
の
顧
問
に
委
囑
さ
れ
、

竹
之
内
支
部
長
が
西
部
支
部
副
支
部
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
提
案
さ
れ

ま
し
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
議
の

結
果
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

行
木
勝
雄
西
部
支
部
長
の
挨
拶
の
な
か

で
、
又
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
小

関
道
生
千
葉
県
東
部
支
部
長
の
挨
拶
の

な
か
で
も
、
２
０
１
９
年(

平
成
３１
年
度)

開
催
の
明
治
大
学
全
国
校
友
千
葉
大
会

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
・
西
両
支
部
が
一
つ

に
な
り
、
必
ず
や
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
と

の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
の
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

西
部
支
部
役
員
等
を
退
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
行
木
勝
雄
西
部
支
部

長(

市
川
地
域
支
部)

、
堀
越
好
夫
西
部

支
部
顧
問(

船
橋
地
域
支
部)

、
猪
瀬
主

税
西
部
支
部
名
誉
支
部
長(

柏
地
域
支

部)

の
３
名
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
市
川
地
域
支
部

校
友
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

又
演
奏
に
合
わ
せ
て
市
川
地
域
支
部
校

友
に
よ
る
歌
を
聴
き
な
が
ら
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
は
、
柏
地
域
支
部

の
石
原
敏
和
会
員(

平
成
３
年
経
営
卒)

の

指
揮
の
も
と
、
全
員
肩
を
組
み
三
番
ま
で

斉
唱
し
、
そ
の
後
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
２９
年
度
の
西
部
支
部
総
会
の
運

営
は
、
船
橋
地
域
支
部
が
担
当
で
す
。
柏

地
域
支
部
か
ら
の
西
部
支
部
総
会
へ
の
出

席
者
数
は
平
成
２７
年
度
の
２２
名(

柏
の
葉

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル)

に
対
し
、
平
成
２８

年
度
は
１２
名
と
激
減
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
２９
年
度
は
船
橋
駅
近
く
の
ホ
テ
ル

が
予
定
会
場
と
の
こ
と
で
す
。
柏
駅
か
ら

東
武
線
を
利
用
す
る
と
４０
分
位
で
行
け

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
会
員
皆
様
の

出
席
を
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

                

 

柏
地
域
支
部
の
今
年
度
最
初
の
事
業
行
事

と
し
て
、
お
花
見
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
り
つ
つ
あ
る
お
花

見
大
会
で
す
が
、
日
時
と
場
所
を
決
め
る

こ
と
が
難
し
く
な
って
い
ま
す
。
３
月
上
旬

の
天
気
予
報
に
よ
る
全
国
の
桜
の
開
花
予

想
を
じ
っく
り
見
て
、
ま
た
柏
周
辺
の
桜

の
名
所
な
ど
を
充
分
事
前
チ
ェ
ッ
ク
し
て

開
催
日
を
決
め
ま
し
た
。 

【４
月
２
日
（土
）、
柏
公
園
】に
決
め
、
雨

天
の
場
合
は
翌
日
の
４
月
３
日
に
順
延
と

し
て
会
員
へ
郵
送
で
連
絡
を
し
ま
し
た
。

結
果
、
事
前
申
し
込
み
会
員
（婦
人
を
含

む
）
は
１２
名
で
し
た
。 

花
見
当
日
は
、
薄
曇
り
で
し
た
が
雨
も

降
ら
ず
、
午
前
１１
時
集
合
と
し
、
閉
会

の
午
後
２
時
頃
ま
で
参
加
者
み
な
さ
ん
で

昼
食
を
摂
り
な
が
ら
談
笑
し
、
無
事
終

了
し
ま
し
た
。 

会
の
途
中
、
猪
瀬
名
誉
支
部
長
が
飛
び

入
り
参
加
し
、
次
の
よ
う
な
温
か
い
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
「体
の
健
康
、
心
の
健

康
、
お
財
布
の
健
康
を
大
切
に
過
ご
す
よ

う
に
」と
。 

（
昭
和
５５
年
商
学
部
卒 

勝
俣
清
三
）          

千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

 

お

花

見

大

会 
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平
成

２８
年
、
第

１４
回
柏
地
域
支
部

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
新
た
に
柏
地
域

支
部
長
職
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
昭
和

４４
年
商
学
部
商
学
科
卒
の
竹
之
内
明

と
申
し
ま
す
。 

当
支
部
設
立
準
備
か
ら
長
年
に
わ
た

り
、
当
支
部
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
宇
都
宮
幸
正
前
支
部
長
に
替
わ

り
、
諸
先
輩
が
多
数
い
る
中
で
、
私
が
支

部
長
職
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
恐
縮
至
極
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
宇
都
宮
前
支
部
長
の

も
と
で
幹
事
長
職
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ

い
た
こ
と
や
、
経
験
を
大
切
に
し
、
当
支

部
の
運
営
に
あ
た
り
た
い
と
思
料
し
て
い

ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

平
成
２７
年
度
最
後
の
事
業
と
し
て
、

「
新
春
の
集
い
」
が
平
成
２８
年
１
月
３０
日

（
土
）
に
麗
宮
飯
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
集
ま
り
は
『
総
会
が
行
わ
れ
る
日
曜

日
は
、
い
つ
も
忙
し
く
て
出
席
で
き
な
い
。

こ
の
様
な
集
ま
り
は
平
日
に
し
て
ほ
し
い
』

と
い
う
校
友
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
一
月

の
最
終
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

今
年
は
、
久
し
ぶ
り
に
複
数
の
女
性
参
加

者
が
加
わ
った
も
の
の
、
３０
名
と
小
規
模
な

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
恒
例
の
歳
男
の
写

真
撮
影
は
、
宇
都
宮
氏
（現
名
誉
支
部
長
）

お
一
人
、
少
し
寂
し
い
の
で
校
友
の
女
性
と

一
緒
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 

             

当
日
は
、
支
部
長
挨
拶
、
乾
杯
と
式
が

進
み
歓
談
に
な
り
、
大
先
輩
の
白
田
さ
ん

の
他
、
山
田
一
一
柏
市
議
会
議
員
・
櫻
田

義
孝
衆
議
院
議
員
も
加
わ
り
、
久
し
ぶ

り
に
肩
肘
張
ら
な
い
校
友
会
な
ら
で
は
の

催
し
で
し
た
。
そ
の
後
近
況
報
告
「
色
々

あ
り
ま
す
ね
・・
」で
も
諸
先
輩
に
毎
年
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
主
催
者
と
し

て
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
手
土
産
は
、

ス
ペ
ー
ス
若
柴
の｢

マ
ド
レ
ー
ヌ｣

で
し
た
。 

い
ま
ま
で
会
場
で
お
世
話
に
な
った
麗
宮

飯
店
さ
ん
は
、
昼
の
宴
会
を
諸
般
の
事
情

で
取
り
や
め
る
と
の
こ
と
。
次
年
度
は
、
昼

の
宴
会
が
出
来
る
場
所
探
し
が
課
題
で

す
。
校
友
の
皆
様
良
い
場
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

（昭
和
５２
年
法
学
部
卒 

山
田
研
一
）  

 

校
友
佐
々
木
利
夫
さ
ん
に
よ
る
表
記
の

演
物
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
。
６
月

１３
日
柏
明
幹
事
会
の
後
、
３
名
（
山
田
秋

彦
さ
ん
、
片
倉
さ
ん
、
小
生
）
集
っ
て
三
越

本
店
の
裏
通
り
に
あ
る
「
お
江
戸
日
本
橋

亭
」へ
急
ぎ
趣
い
た
。 

木
戸
の
佇
ま
い
や
下
駄
箱
な
ど
、
古
色

蒼
然
、
十
数
年
前
に
訪
れ
た
時
の
ま
ま
で
、

懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。 

受
付
を
済
ま
せ
中
へ
入
る
や
否
や
驚
い

た
！
椅
子
席
も
、
広
間
も
立
錐
の
余
地

も
無
い
程
の
大
盛
況
で
は
な
い
か
。
前
回

は
隙
間
な
く
敷
き
詰
め
ら
れ
た
座
布
団

だ
け
が
並
ん
で
、
正
に
、
閑
古
鳥
が
鳴
く

情
景
で
は
あ
っ
た
…
。 

も
う
一
つ
の
驚
き
は
、
黒
装
束
の
女
性
講

談
師
の
出
演
と
話
術
。
「
時
代
が
変
わ
っ
た

ん
だ
な
ぁ
！
」
の
思
い
。
さ
て
佐
々
木
琴
山

講
談
師
、
黒
の
衣
装
を
ぴ
し
っと
着
こ
な
し

て
登
場
。
減
り
張
り
の
利
い
た
声
で
、
先
ず

「誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」を
披
露
さ
れ
た
。 

更
に
山
場
へ
、
強
弱
硬
軟
、
見
事
な
声

調
で
演
じ
切
ら
れ
た
の
は
流
石
だ
っ
た
。

「
こ
れ
ぞ
講
談
！
」
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
戴

い
た
。
次
回
も
更
な
る
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
を

期
待
し
て
止
ま
な
い
。 

唯
、
１５
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
た

め
、
若
干
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
の
も
事

実
。
せ
め
て
も
う
５
分
あ
っ
た
ら
、
古
賀

先
生
の
人
生
が
よ
り
高
く
、
よ
り
深
く

感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
佐
々
木
琴
山
講
談
師
（
事
実
上

好
男
子
）
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
精
進
を

祈
念
し
て
お
礼
の
言
葉
を
兼
ね
る
次
第
。 

（昭
和
３３
年
政
経
学
部
卒 

吾
郷
春
男
）

講
談
「
古
賀
政
男
一
代
記
」 

 

ご

あ

い

さ

つ 
 

 
 

新支部長 

昭和44年商 

竹之内明 

 

 

 

新
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の

集

い

に 
 

 
 



JULY 1．2016     明治大学校友会柏地域支部会報 「はくめい」     第 18号(4) 

  

柏
、
流
山
、
我
孫
子
地
域
支
部
合
同
、

春
季
ゴ
ル
フ
大
会
が
５
月
２５
日
（
水
）
に

紫
カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
東
コ
ー
ス
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
緑
の
絶
好
の
コ
ー
ス

コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

参
加
人
数
２３
名

（
柏
７
名
）
。
優
勝

は
柏
の
新
支
部
長

竹
之
内
明
さ
ん
、

第
２
位
は
我
孫
子

の
梅

田

勇

夫

さ

ん
、
第
３
位
は
柏

の
渡

辺

昌

照

さ

ん
、
と
柏
チ
ー
ム
が

頑
張
り
ま
し
た
。 

次
回
は
１１
月
４
日
（金
）に
開
催
し
ま
す
。

奮
って
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

☎
０
４
‐
７
１
３
１
‐
３
４
０
６(

加
茂) 

 

  

●
新
入
会
員
・
新
幹
事
の
紹
介 

今
年
新
た
に
会
さ
れ
た
方
、
幹
事
に
就

任
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

幹
事  
 

昭
和
４９
年 

政
経 

宮
本
仁
也
さ
ん 

新
入
会
・
幹
事 

 
 
 

 

昭
和
４３
年 

商
商 

細
川
吉
彦
さ
ん 

●
平
成

28

年
熊
本
地
震
の
義
援
金 

柏
地
域
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
会
場
に

熊
本
地
震
被
災
地
支
援
の
募
金
箱
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
、
沢
山
の
方
に
暖
か
い
ご
支

援
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

集
計
し
た
と
こ
ろ
、
１
７
，
０
０
０
円
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
お
金
は
、
５
月
１７
日
、

竹
之
内
支
部
長
が
柏
市
役
所
に
持
参
し

て
、
日
本
赤
十
字
社
柏
市
地
区 

秋
山
浩

保
地
区
長(

柏
市
長)

に
熊
本
地
震
災
害

義
援
金
と
し
て
受
け
取
って
頂
き
ま
し
た
。 

●
平
井
選
手
、
リ
オ
五
輪
出
場
決
定 

柏
市
在
住
の
明
大
政
経
学
部
平
成
２６
年
卒

（水
泳
部
Ｏ
Ｂ
）の
平
井
康
翔
（や
す
な
り
）さ

ん
が
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
続
き
、
２
大
会
連
続

と
な
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
出
場
が

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

種
目
は
Ｏ
Ｗ
Ｓ
（
オ
ー

プ
ン 

ウ
オ
ー
タ
ー 

ス

イ
ミ
ン
グ
）
で
、
海
を

１０

〜
２０

km

泳
ぎ
ま

す
。
彼
は
本
会
主
催
の

「
新
春
の
集
い
」
に
表
敬

参
加
し
て
く
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
、
リ
オ
五
輪
で
の

平
井
さ
ん
の
活
躍
に
声

援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

          

●
会
費
納
入
の
お
願
い 

会
費
未
納
の
方
は
年
会
費(

３
千
円)

の

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

振
り
込
み
先 

 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

０
０
１
３
０
‐
２
‐
４
６
２
５
９
０ 

明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域
支
部 

●
全
国
校
友
鳥
取
大
会 

今
年
の
全
国
校
友
大
会
は
松
葉
ガ
ニ

が
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
時
期
に
合

わ
せ
て
１１
月
１３
日
（
日
）
に
鳥
取
市

で
開
か
れ
ま
す
。 

近
年
、
柏
地
域
支
部
か
ら
全
国
大

会
へ
参
加
す
る
会
員
は
近
隣
地
域
支

部
と
比
べ
て
少
な
く
、
出
席
者
は
寂

し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ

参
加
の
ご
検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

☎
０
４
‐
７
１
３
１
‐
３
０
８
０(

竹
之
内) 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

平成 28 年度今後のイベント予定 
●梨狩り家族大会 

都合により今年は中止になりました 
●納涼会 
８月６日（雨天７日） 
そごう柏店 屋上ビアガーデン(予定) 
☎ (０４）７１７２‐６５９２(鬼澤)  

●生田キャンパス見学会 
１０月の予定 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井)  

◆大堀川「秋の大掃除 2016」 
１０月 16 日（日）（予定）（予備３０日） 
☎ (０４）７１３１‐ ３４０６(加茂 )  

■ホームカミングデー 
１０月２３日（日）、駿河台本校 
https://www.meiji.ac.jp/koyuka/homecoming/ 

●ゴルフ大会 
春秋 2 回、次回は１１月 4 日（金） 
☎ (０４）７１３１‐３４０６(加茂)  

■全国校友鳥取大会 
１１月１３日(日)、とりぎん文化
会館梨花ホール(鳥取) 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内) 

◆明早ラグビー 
１２月４日(日)、秩父宮ラグビー場 
☎ (０４）７１７３‐７３０１(宇都宮) 

○寶井講談修羅場塾 
１２月１０日(土)、お江戸日本橋亭 
(日本橋三越前) 木戸銭無料 
☎ (０４)７１６４‐０６１０(佐々木)  

●新春の集い 
平成２９年１月２８日(土)、場所未定 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井)  

●柏地域支部総会 
平成２９年５月７日(日)、場所未定 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井)  
 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   

２０１３年の「新春の集い」(本会主催)

に参加したときの平井康翔選手（左） 

ゴ

ル

フ

大

会

大

会 
 

 
 


